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第 4 章では，積層界面の電荷注入効率の支配因子を明らかにするため， CGL と CTL のイオン化電位の異なる一
連の積層感光体について過渡電流と感光体特性を検討し過渡電流量と残留電位のよい相関を見い出し，イオン化電
位の等しい CGL と CTL の組み合わせにおいて，高感度，低残留電位が達成できることを明らかにしデバイス設
計上の材料選択の指針を得ている。
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(4) さらに電荷注入効率の支配因子を明らかにするため， CGL と CTL のイオン化電位の異なる一連の積層感光体
について同法を適用して解析しイオン化電位の等しい CGL と CTL の組み合わせにおいて，高感度，低残留電
位いが達成できることを明らかにしデ、バイス設計上重要な材料選択の指針を得ている。
(5) 積層感光体デバイスにおけるもう一つの界面である，金属基板と CGL 界面についても，仕事関数の異なる金属
と顔料薄膜の一連の組み合わせにおいて解析を行い，界面接合状態が積層感光体の帯電特性に及ぼす効果について
明らかにしている。
以上のように，本論文は，電子写真感光体の主要材料となっている光導電有機材料の分子設計と高性能デバイス構
築のための材料選択指針に関し，多くの有用な知見を得ており，有機半導体物性工学，材料化学の発展に寄与すると
ころが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
